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鈴
木
榮
太
郞
著
.「

日
本
農
村
社
會
學
原
理

.

池

之

一
；

.

_

.

藤
村
身
策
に
し
て
も
，
農
民
指
導
に
し
て
も
、.
農
紂
の
社
昏
權
猶
に
對
す
る
.充
分
な
理
解
の
上
に
党
つ
こ
と
が
必
要
セ
あ
る
と
い
ふ 

と-
と
'碎
'つ
'い
て
は
：云
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
と
に
事
變
の
進
展
に
伴
ひ
、
農
村
の
.人
的
資
源
及
び
物
的
資
源
と
し
て
の
そ
の
國
家
的
意
義 

..-
が
，益
•々•
切
實
に
感
じ
ら
れ
る
'に.
つ
れ
て
> 
農
村
の
健
全
な
る
發
達
，、そ.
の
誤
り
な
き
借
導
が
切
實
な.
る
問
題
と
な
る
に
及
び
、
農
村
社 

會
禪
造
に
つ
い
て
の
理
解
の
要
求
は
、
益
’々
か
た
か
ら
れ
て
ゐ
る
。
農
村
に
於
け
る
個
々
の
、
種A/

な
る
側
面
に
於
け
る
社
會
的
變
化 

は.
そ
れ
丈
'を
追
求
し
た
<0.
で
は
，'恐
ち.
く
は
何
も
0
も
理
解
讯
來
な
い
で
、あ
ら
ぅ
。
そ
れ
は
常
に
農
村
社
會
構
造
■の
上
に
促
へ
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
冲
、
又
個
'
の
‘側
面
に
於
げ
る
社
會
的
變
化
は
農
村
の
栽
礎
的
な
社
會
構
造
の
變
化
の
"あ
ら
は
作
で
あ
り
、
又
そ
の
隨
伴
的 

、
現
象
セ
あ
名
の
で
あ
る

。
.
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旣
に
，農
.
射
社
會
學
史

‘し
其
の
他
の
澤
書
忆
ょ
ラ
て
、
我
國
社
會
學
界
に
實
献
す
る
と.
こ
ろ
の
多
い
、
岐
阜
高
農
敎
授
，鈴
木
榮
太
郞
氏 

-,の
泡
著

:|
?

本
農
射
社
；̂

原
琿
，は
が
\
名
期
待
と
要
求
に
應
ず
る
の
意M

を
以
ャ
書
か
れ
た
^

の
，で
あ
り
、
極
め
て
價
値
# ,
き
勞
作 

，
と
v>-
-
ふ
ペ
ぎ
で
あ
ら
ぅ
。
*

i?
、

の
碗
究
に
ウ
い
て
は
、
そ
の
M

^

し
て
尠
し
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
パ
し
か
し
な•  

鈴

私

贫

郞

著

村

貼

會

敬

陬

理

J  
/

•
••.
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五
.芄
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- - ぃ 巧 沖 设 抑 '：'-⑶印パ?说 赞 霞 我 V # で で 浩 链 ,
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榮
太
郎
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朱
農
杪
社
昝
學
原.
理
/ 

:
'

'
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ニ
ニ「

(
l

i
o

 

，が
ら
、
本
書
は
-

我
國
農
忖
，の
- i
礎
，的

社
- #
構
造
の
&

緻
收
體
系
'
的
砷
究
じ
と
し
ズ
の「

日
本
農
村
社
#

學
の
樹
立」 (

ニ
五
5

を
洇
指 

し
て
ゐ
る
點
に
於
て
、
我
國
農
村
社
# '
の
硏
究
'
に
，1.
時
期
を
»

す
る
も
<0
;

と
茇
ふ
べ
き
ヤ
あ
る

9 

.

• 

_ f 

' 

i 

* 

 ̂

t 

'

•
-
氏
の
，哀
ふ£

本
f
t
村
社
會
學
は
，

「

現
時
の
日
本
農
村
に
於
け
る
，あ.
り.
の
ま
、
の
社
會
的
事
實
に
存
す
る
法
則
性
と
概
念
と
を
硏
究
す
一 

る
組
織
'的
體
系
的
^ :
免
で
-̂

る」

。
S

資

)

從
つ
て
、
そ
，れ
は
一
‘般
社
會
學
と
の
關
赞
於
そ
、
そ
の
對
象
の
點
か
'ら

、I

、
日
本
に
關 

す
る
も
の
た
るu
と
、
ニ
、
農
村
に
關
す
る
もg

た
る
こ
と
、
三
、
現
時
に
關
す
る
も
ね
た
る
こ
と
、
の1H

つ
の
限
定
.を
ぅ
け
る
と
と 

に
尨
る 
9- 

、
 

. 

- • 

* 

•
 

、•'..

そ

，
こ

で

第

一

に

、

->
•

日

本

人

のf t
會
生
活
關

.
す
る
社
會
學
的
硏
究
ほ
，、社
會
事
象
の
日
本
的
特
性
の
爲
に
苜
か
ら
硏
次
對
象
の
領
域 

.
に
關
し
，て
も
日
本
的
な
る
特
粗
が
現
は
れ
て
居
る
可
き
•
で
-̂

る
，

」
(

六
頁)

が
、.
然
ら
ば
氏
の
對
象
の
.領
域
に
關
す
る
日
本
的
特
性
と
は 

何
で
あ
^ ;
%

か
。
氏
は
こ
れ
紅
社
#

象
團
の.
權
造.
や
社
會
過
程.
に

鱿

す

る

社

會

形

象

の

'
强

力

な
制
約
に
求
め
て
ゐ
る
o
r
歐
米
の
特
に
都 

市
に
於
け
る
人
々
の
生
活
に
於
い
て
は
、
比
較
的
^
侗
人
と
其
袁
志
が
社
,#-
禀
象
の.
決.
定
的
要
因
を
爲
し
て
届
る
と
思
は
れ
る
。
故
に 

そ
こ
で
は
社
#

事
象.
の
理
解
の
爲
に
、
個
人
間
の
社
會
過
程
の
閹
明
は
31.

'も
‘
必
要
で
あ
る
。
そ
の
章
味
で
欧
米
の
特
に
，都
市
生
活
に
於〔 

け
る
經
驗
が
生
ん
だ
從
來
の：

社
命
學
に
於
い
ズ
心
理
學
的
傾
向
が
ー
'.舷
に
社
會
學
、の
理
論
に
對
し
て
支
配
的
で
あ.
つ
.た
の
ば
當
然
で
あ 

る
。
然
し
日
本
人
の
社
# -
张
活
に
於
て
は
、
社
會
形
象
め
制
約
が
、
歐
米
人
の
社
會
生
活
に
比
す
れ
ば
•

切
ら
か
に
著
し
く
强
ヵ
で
あ 

る
。
し
從
っ
て
，、「

や
、
諕
張
し
て
运
ふ
な
ら
ば
、村
人
の
營
む
社
,#
生
活
は
、•
社
會
形
象
に
存
す
る
生
活
原
理
の
表.
現
で
あ
つ
て
、
個
人 

と
其
意
志
は
其
単
な
•る
エ
厂
ゼV

ト
に
私
ぎ
な-
い
。̂

ハ
ー
七.
頁〕
•
•，

-
：  

夢

第
：-
:

に
、
農
村
と
農
村
社
#

と
は
如
何
な
る
.點
で
關
聯
を
も
ち
，
如
何
に
區
別
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
元
來
農
村
と
ぃ
ふ
言
葉
は
極

め
て
不
明
確
で
‘I
O
.

そ
れ
は
或
場
合.
に
‘は
農
業
者
の
，怦
と
W.

ふ」

獨
立
的
な
聚
落
社
#

6

意
味
に
甩
ひ
ら
れ
V

叉
资
場
合
に
は
か
、
る 

個
々
の
村
を
含
む
農
村
界
ー
般
の
意
味
に
も
用
ひ
ら
れ
る
。
農
村
が
農
村
界
ー
般
を
意
味
す
る
場
合
に
は
、.
何
筹
か
の
形
に
於
’け
る
此 

會
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
の
‘
で
は
な
■く
^

單
に
農
賺
の
宛
住
す
る
地
’故
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る.
。.

し
か
し
ー
農
村
は農

®
?

の
定
住
の 

地
域
で
あ
る
と
い
ふ
丈
で
は
不
明
瞭
，で
あ
る
，o

そ
ご
で
氏
は『

定
住
の
地
域
と
一K

ふ
は
、
觉
住
者
の.
生
活
の
投
影
し
て
ゐ
る
地
域」
で
あ 

技
、
、從
つV

「

農
村
界
一.
般
を
意
味
す
る
氣
村
1

は
定
住
す
る
農
業
者
の
生
活
6
投
影
し
て
ゐ
る
敗
域
で
あ
る」

と
規
定
す
る
9 

(

一
 

五 

頁
^ -.
れ
に.
對
し
’て
‘、毁
村
社
會
は「

農
業
者
の
營
む.
社
會」

で
氙
る
0「

ぞ
れ
は
農
業
者
が
相
瓦
に
及
び
非
農
擊
と
營
む
ー
切
の
社
會
を 

意
味.
す
石」

-0(
一

六
頁
、

)

そ
し.
て
、「

農
村
社
會
學
の-
對
象
と
す
る
農
村
社
會
は
、，
農
象
# ._
の
社
會
を
氣
味
す
る
も
の
，で
は
あ
る
が
、農
業- 

者
た
る
意
味.
に
於
て
營
む
社
會
に
限
定
す
る
の
で.
は
^

/̂
、農
篆
者
が
人
た
る
所
以.
に

於

て

，
營

む

一

切

の

社#

を
意
味
す
る
L(

一

七
頁)  

の
で
あ
る
？
、 

- 

■」

ノ 

，

>

へ

.
』

,第三
に
、
時
'間
的
限
萣
に
つ
い
て
は
、
，日
本
農
村
黎
學
の
•
對
象
は
現
在
に
局
限
さ
れ
る
が
、
現
在
に
局
限
さ
れ
る
と
い
ふ
と
と
は 

-
~»
現
在
良
顶
に
浊
き.
て
存
し
て
ゐ
る
社
會
的
事
實
匕
關
す
る
/

一
 

八
頁)

も
'のr

い
ふ
意
味
で.
あ

る
.0 

.

以
上
の
對
象
に
於
け
る
限
定
炎
び
對
象
の
性
質
攸
、
當
然
、方
哉.
に
於.
て
も
特
殊
尨
る
方
法
を
必
要
と
す
る
。
即
ち「

農
村
界
に
於
け 

各
茇
は
ば
秕
會
化
の
单
位
が
現
實
に
财
で
あ
る
か
又
其
車
位
が
營
む
&

能
办
程
度
に
ょ
つ
ズ
、
農
村.
の
社
#,
硏
究
は
其
主
と
す
る
硏
究 

針
象
も
V

故
に
又
研
究
の
，方
法
も
自
ら
相
異
石
可
き
も
の
で
あ
るJ

 (

三
三
頁〕

が
、
こ
の
場
合
*-

ど
く
に「

日
本
農
村
の
社
會
蔡
象
を
.盱 

'

究
の
爲
に
は
社
會
過
程
の
甚
に
廣
す
る
社
會
贬
象
の.
硏
究
が.
第
1_

的
に
必
要
で
、あ
る
と
い
ふ
特
殊
の
事
情」

(

三
‘一
頁〕

が
考
慮
さ 

.
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
#

化
の
單
位
が
，何
で
あ
る
か
と
い
ん
こ
と
は
、
實
，は
、
硏
究
の
端
緖
で
あ.
る
と
共
に
、
又
■

で
も
あ
る
。 

そ
し
て
、
氏
故
ゼ
れ
を「

村j

と「

家J

に
求
め
る
。「

我
が
國
の
農
村
界
に
於
け
る
社
; #
化
、の
舉
位
は
主.
と
し
て
村
と
そ
し
て
家
1?
あ
^

し0 

- 

鈴
•木
策
太
郎
考
H
本
農
村
社
脅
學
原
.し‘ 

,
, 

1

一

三

o
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七
'
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錄
木
榮
太
郎
雩
ロ
术
摩
村
社
會
學
原
^

a
s
<
)

h
故
，に'我
が
阈
に
.於
け
る
農
村
，の
社
#

硏
究
は
、
主
と
し
'
て

其

家

，と

村

ど

の

硏

窮

で

あ

る

、
可

f
p

あ
る
し
。

(

三1

一

1

頁)

從

，
つ
，
て

、

何

故

に 

%
!

本
農
柯
社
會
學.
の
硏
究..
に
於
て
村
と
家
が
硏
，究
の
端
緖
と
取
»).

、.
又
硏
究
の.
中
心
が
そ
こ
：に
置
か
れ
な
け
れ
•
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
-い 

て
は-

旣
忙
見
た
洳
き.
、
村
の
坐
活
に
於
'て
は
、
其
の.
社
會
形
象
の
镇
範
的
作
用
が
'、第
一
翁
的
'で
、
個
人
'
の
意.
志
は
第
ニ
義
的
.の
意
味 

じ
か
も
た
な
い.
場
合
が
多
い
'と.
い
ふ
點
：に
置
か
れ
る
の
で
^

つ
、て
、/
匕
乂
で
は
杪
や
家
は
も.
は
や
單
な
‘る.
集
'圍
の
概
念
で
ゆ
^

く
、「

社 

#

形
氚
と
し
て
の
村
と
か
家
じ.(

四
九
貝
0
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で.
あ
る
， 

'、
，

に

-.

• .
氏.
に
お.
れ
ば
、「
村」
は
先
づ
'

「

集

圑

祟

積

體

：
：

1で,
あ
'る
。(

.

「

自
然
対
^
に
、於̂

る
人.
^
の
齔
會
生
活
は
、
直
接
個
人
間
の
社
會
過
程
'と
>- 

集_

を
、構
成
し
‘其
’を
通
じ
，て
營
む
も
の
と
が
あ
る
が
、自
然
村
の
释
觀
性
は
最
^H

く
集
圑
の
累
楮
的
銃
一
の
形
態
に
現
は
れ
て
居
る」 

(K
H

ハ
頁)

。
，
奴

論

累

_

し

て

ゐ
「

る

集

圑

は

.、
•
決

し

て

そ

の

あ

V
自
然
种
K..
1
致
す
各
も
の
で
は
な
ぐ
、'自
然

’村

を

超

出

し

た

社

會

關

係 

を
鞲
成
す
名
幾
多
の
集
團
を
擧
げ
#.
る
の
で
あ
る
が
"
と
れ
等
の_
集
，團
の
地
域
的
圈
ば
、
或
ひ
は
筮
な
り
合
ひ
、
•部
分
的
に
重
な
り
合 

*•
つ

て

、
：
一
走
'の
勝
域
に
果
積
し
て
^
る
。
云
^
か
べ
れ
ば
，

一
農
民
の
集
例
を
通
じ
て
營
む
社
會
生.
活
はr

定
の
地
域
內
で
行
ゆ
れ
て 

.
ゐ
る(

集
阔
の
地
域
的
双
、1

)

の
で
あ
る
が
、
個
人
問
の
比
較
的
恒
常
的
怒
社
#
關
係
に
つ
レ
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
へ
を
の
で
あ
つ 

•
て
、
佩
人
的
社
#-
關
係
を
示
■す
直
線
は
こ
の.
集
陬
絮
镇
她
域
に
最
も
多
く
锻
稹
し
て
が
る
の
は
容
象
rc
察
知
，し
得
る
‘と
こ
、ろ
で
^:
る
。 

(

三
八
頁
、
七.
七
頁
以
下〕  

'  
;

V 
.. 

' :  

へ

.

.

-

.—  ■  

■•
:•
:
:■

と
こ
ろ
で
*

我
國.
’の
農
村
を
：

「

集
團
累
積
體」

と
理
解
す
各
考
へ
方
は
合
衆
國
の
農
村
社
會
學
者
の
、R

U
Iib

s

 

c
o

s
m

lt
y

決
定
の 

纖
論
に
ヒ
ン.
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
，い.
ふ
こ
'と
，
.
で
あ
る
。(

八
七.
120
た
¥

、
集
團
累
稹
體
ど
しV

の
村
落
の
觀
念
を
最
も
組
織
的
に 

.理

論

づ

：
け

て

ゐ

る

..s

o'ro
k

rn
;

に
於.
て
’
.
は
'>
か
<

る
集_

累
積
的
農
村
協
同
體.
の
：統
一
性
，に
關
し
で
、
叉
自
主
性
自
律
性
に
關
し
て
は
積
.：
 

•
極
的
に
考
察
が
拂
は
れ
‘て
.ゐ
な
い
;6
し
が
し
、
我
國
に
見.
る
村
落
は
、「

單
に.1

0

1
-

つ
の
集
圓
の
累
積
せ
る
總
體
で
、あ
る
と1

K

ふ
丈
で

は
な
'<
:

、
そ
こ
に
は
更
ら
に
一
つ
そ
の
自
律
的
統1

が
存
し
で
居
る」

.
，

(

八.
七
貢〕

と
い
ふ
こ
と
併
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
個

.々 

の
集
固
を一

つ1

つ
は
ぎ
取
つ
て
も
尙
最
後
に
殘
る
漱
一

が
あ

る

，
。「

之
を
秤
學
的
，に
處
理
し
其
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
事」

.
と
そ
、'
 

戌
に
よ
れ
ば
，「

日
本
農
村
社
會
の
分
析
に
於
け
る
最
後
の
困
難
で
あ
，つ
て
、
又
最-
木
の
〃
課
題
；̂

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
氏
は「

1  

個
の
精
神」

と
も
て
摘
出
し
て
く
る
の-
で
ぁ
る

'。
、_ 

,

元
來
か
、
る
集
圈
の
粜
精
や
個
人
的
社#
關
係
の
集
積
が
何
故
に
存
し
て
ゐ_る
か
に
つ
い
て
’は
色
々
な
理
由
が
考
へ
得

ら

れ

や

ぅ

。 

定
住
の
距
離
の
近
接
と
い
ふ
と
と
は
社
會.的
距
離
の
近
葰
を
も
た
ら
す

一

つ
の
要
因
と
な
ぞ
。
例
へ
、ば
我
國

Q

居
住
形
式
は
一
般
的
に 

集
村
で
あ
り
.、
‘散
村
は
例
外
的
に
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

(

八
〇
頁〕

し
か
し
、又
、
聚
落
形
態
と
社
會
地
區
の
關
係
.と
い
ふ
點
か
ら
兒
れ 

ば
"
社
會
的
距
離
は
空
間
的
距
離
に
必
兮
し̂
パi>

致
す
る
も
.

の
':

で
は
な
い
Q

'

^

集
村
型
を
維
持
し
て
行
く
’こ
と
自
體
が
旣
に
何
等
か 

©•
'

■
膝
史
的
社
會
的
理
由
，に
基
ぐ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
：の
で
あ
る
。

/

こ
の
'理
由
と
し
て
比
水
田
經
營
に
從
事
し
て
來
た
我
國
の
農
民
は
灌 

溉
排
水
の
爲
の
協
力
を
必.要
と
し
た
こ
と
、
水’田
は
土
地
に
對
す
を
多
大.の
勞
カ
を
要
す
る
紀-'
水
田
經
營
農
民
は
耕
地
に
對
，す
る
執 

•着
心
强
く
、
典
の
爲
に
土
地
に•萣
着
す
る
傾
向
灰
多
ぐ
も
ち
、
ヒ
れ
，と
特
殊
の
婚
姻
習
俗
と
-の
爲
に
地
緣
の
上
に
血
緣
が
重
復
し

H

ゐ 

る
，匕
と
、
一
地
域
に
於
け
る
共
同
防
修
の
必
要
、

:
1

村

連

帶

の

，
制

度

、

村

民

の

大

部

分

Q
：

社
會
的
等
質
等C

八I

ー
頁〕

'が
擧
げ
ら
れ
る
で 

苏
ら
う
。
-

•

 .
t
'
-
'
v
v

 

.

，•し
か
し
と
机
等
の
歷
史
的
社#.
的
事
情
は1

地

域

内

の

人

，々

の

團

結

’を
强
’固
な
ら
し
め
た
事
精
と
し
て
考<
る
ヒ
と
は
出
來
る
で
あ，

.

 

ら
ぅ
於
、.尙
村
苜
體
の
自
主.的
獨
立
性
は
充
分.

S

不
，さ

れ

セ

ゐ

な

、

v>
o
し
-か

も

，
村

は

單

な
■る

集

圈

累0

で
'あ

る

丈

，
で
■な
'ぐ
、

'

 

も

つ

と 

目
主
性
自
あ
る
存
布
，と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
否

<>
自
然
村
の
_
然
村
た
る
所
以
’は
^
じ
ろ
自
律
性
に
あ
り
と
見
ら
れ 

る
^
で
，あ
る
。
我
國
の
特r
農
村
に
及
て
.は
あ
ら
ゆ
'る
社
會
事
象
が
、
個
次
の.

.

個
ん
の
意
志
や
個
人
間
の
關
係
か
ら
で
は
な
く
、
.個
人 

.
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二

六

'(

二
六o)

-  

と
現
在
を
そ
の
，

I

部

と

し

て

，含

ん

で

ゐ

る

全

體

の

，，意
士

f

或

ひ

：は

精

神

に

：よ

つ

て

動

か

さ

れ

，

.
て
ゐ
，
る

場

合

が
# .
い
。
即
ちr

個
入
#
の
意 

志
よ
り
©
越
し
た1

個
の-
獨
立
し
た
意
志
，の
働
き」

、
：「

社
會
意
識
の
自
，足

的

相

瓦

制

約(

四
七
頁)

-
こ

そ

が

自

然

村

.の
本
質
な
の 

.

で
あ
I
。
そ
れ
は
1
村
に
生
み
落
さ
'れ.
る
代
々
■の
村
人
等
を
4
^
す
：る
ま
\
に

鑄

出

し

，
て

來

だ

生

活

規

範

じ

で

あ

り

、
そ

れ

は

|-
村
に
，
住

む 

村
人
等
が
共
同
に
體
驗
し
ゼ
ゐ
る
と
之
る
の
，そ
;1.
尤
彼
等
の
み
：に
よ
つ
て
意
味
づ
け
ち
れ
に
居
名
と
こ
ろ
の
不
文
の
fT_

原

理」

、
で
あ 

る
タ「

#
人
で
あ
る
と
云
ぷ
事
は
、
此
歷
史,

に
發
展
し
て
盾
る
村
の
生
活
現
，範.
の
共
同
體
驗
者
で
あ
る
と
一
其
ふ

.
事
で
あ
る」

0 (

同
上〕 

,
そ
し
て
；

此
行
働
原
理
を
社
會
意
識
G
谷
‘と
し
て
或
办
は
不
文
P
憲
法
士
し
て
、
其
に
服
し
て
相
互
に
相
扶
け
相
誠
め
道
義
的
自
治
の 

,

I

王
國
を
な
す
も
0 ;
そ
れ
が
集.
團
と
し
て
‘の
村
で
あ
る
。̂

八
四
頁
5「

'村
が
存
賴
す
る
限
ゎ
、其
發
展
<0
相

が

相

瓦

に

如

何

.に
異
な
つ 

て
居
よ
ぅ.
と
も
、
村
の
行
動
原
理
は
存
續
し
、，其
同f

性
を
常
に
保
つ
て
行
ぐ
で
，あ
ら
ぅ
。
若
し
か
く
：の.
f
行
動
原
理
が
中
絕
し
、 

過
去•
の〕

切
の
傅
統
が
飯
視
さ
れ
た
時
に
は
、
村
は
域
び
た
時
で
あ
る
。
然
ら
ば
村
は 
一■.
の
精
神
で
あ
り
、

で
あ
る
と
考
へ
る 

事
が
出
来
る
？
社
會
形
象
と
し
て
の
村
が
其
で
あ
る」

。(

八
五
頁)

同
様
の
立
場
か
ら「

家
t
も

社

會

形

象

と

，
し

て

考

へ

ら

.
れ

な

け

れ

ば

な 

ら
な
い
o
そ
し
て
*
日
本
の
社
#
學
に
於
で
は
社
會
形
象
と
しV

の
村
と
，か
家
と
か
に
そ
の
■焦
點
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で 

あ
る
。
'
 

‘、
：
：/_

-
 

..

「

-.
• 

'
 

.
,

'

,'.
- 

/

,

三 

‘ 

■ 

: 

>•,

以
上
に
於.
て
本
寄
の
も
つ
，载
礎
的
な
考
へ.
方
及
、

質
は
明
ら
か
で
あ.
る
と
考
へ
る
。
•
こ
の
考
へ
方
か
ら
し
て
、
本
勘
の
構
成
は
當 

;•
然I

一
づ.
の.
點
に
1
勤
ち
：「

農
#

に
存
す
る
諸
種
の
喋B

A
Jg

#
齡
係
、社
會
圈』

とr

肋
會
構
造
の
潜
在
的
權
造
と
し
：て
の
或
ひ
比
構
造. 

原
理
と
し
て
の
社
#

形
象」

と
に
置
^

れ
る
OC
第
四
章
丨
第
八
萆)

，そ

じ

て

、

ヒ

の

社

會

の
！！

態

論

的

說

明

に

次

い

で

'
、
社
會
の
■動
態
論

■
 
... 
-
..- -.••
:. 

.....-....
い

... ..
■:- 
.• .. 

..., 
'::... ■  

' .••
:-.....
/:....- 
•••.•.
'.パ

:... ..
.'
•.-• . + • • - ..
i
 
;
-•
•-V .... . -V.V•■.
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:rv*..-:.... ... .
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■■,
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.
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的
說
明
が
な
さ
れ
る
。(

第
九
窣)

前
者
が
日
本
農
村
往
民
の
胤
に
存
す
る
結
合
の
關
係
を
問
題
と
レ
て
ゐ.
る
の
に
對
し
て
、.
後
紫
に
.於

て
は
八
刀
離
の
關
係
が
取
扱
は
れ.
て
ゐ
る
。
そ
し
て
最
後
に(

第
十
章
W

本
農
村
に
於
け
る
社
會
化.
の.
單

位

を

.な

す

茚

然

村

が

其

の

內

部
 

に
如
何
な
る
社
# -
權
造
'5
:
も
ち
、
如
何
な
る
發
展
過
程
^

迪
り
っ
、
あ
る
か
に
っ
い
て
の
一
般
的
傾
向
に
關
す
る
分
析
に
栽
い
て
、
自 

然
村
の
社
#

學
的
分
類
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.
私

は

，我

國

農

村

の

社

# :
學
的
研
究
の
體
系
化
を
企
圖
し
た
著
者
十
年
の
努
力
に
對
し
て
滿
腔
の
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
本
書
が
日
、

本
社
會
學
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
我
國
農
村
の
全
面
的
理
解
に
對
し
て
も
っ
意
義
を
高
く
評
債
す
る
も
の
’
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の 

/ 

■
 

■
 

- 

'  

• 

.

も
っ
意
義
は
著
者
の
次
の
抱
負
の
う
ち
に
最
も
ょ
く
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。‘1
,

「

日
本
人
の
體
驗
の
中
に
あ
る
家
と
か
村
と
，一

K

ふ
が
如
き
#
在
を
，、其
あ
り
の
儘
の
事
實
を
歪
.曲
し
な
い
社
會
概
念
の
樹
立
が
日
本
の

社
會
學
若
の
使
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
來
我
が
國
に
於
け
る
家
族
に
關
す
る
研
究
は
、
日
本
の
社
會
學
#
に一

っ
の
光
彩
で
あ
る

と
は
厭
ふ
け
れ_
ど
も
、
家
族
の
概
念
は
矢
張
り
歐
米
の
學
者.
の
歐
釆
の
，事
實
に
就
い
，て
定
義
づ
け
た
も
の
ょ
り
ー
步
も
出.
で
ず
' 

現
に

其
、方
法
も
彼
等
の
襄
實
に
則
し
て
用
ひ
喪
方
法
に
從
ひ
、
家
族
の
中
に
於
け
る
個
人
等
の
潦
志
冷
關
係
の
分
析
に
急
で
あ
っ
て
、
家
族

の
；ti

性

存

續

性

は

餘

り

問

題

と

，
ざ
，
れ

て

居

な

い

。

然
し

>
日
本
的
な
家
族
に
於
い
て
は
、
.事
實
其
全一

性
存
續
性
が
如
何
上
り
も
日
本

盼
特
性
で
あ
る
ミ
此
金
一
性
の
究
明
こ
そ
日
本
の
社
會
學
者
のi

本

の

：
家

族

の

.
研
究
の
主
要
部
で
な
け
れ
ば
'な
ら
ぬ
。

「

私
等
は
日
本
の
農
枕
に
於
い
て
事
實
見
ら
へ
れ
る
あ
り
の
儘
の
生
活
を
社
會
學
的
に
分
析
す
る
場
合
に
は•-

右
の
如
く
從
來
の
歐
米
の

社
會
舉
と
研
究
，の
ヵ
點
に
於
い
て
湖
當
に
異
っ
た
形
式
に
'
ょ
ら
な
け
れ
ば
尊
ら
ぬ
。
然
し
右
の
事
は
0'
本
の
社
會
學
全
般
に
課
せ
ら
れ

た
問
題
を
含
む
も
の
、で
、
私.
が
本
硏
究
に
其
を
充
分
：に
籍
成
し
て
ゐ
哀
い
の
は
嘸
理
な
い
事
で
あ
ら
う
。
然
し
：
：
日
本
農
村
社
#
學

は
由
と
し
て
家
族
及
び
村
落
に,

す
名.
も
0
^

あ
名
が
>

家
族
及
び
村
落
の
令
1
性
存
續
性
に
關
す
る
、本
書
忆
於
け
-る
谓
察
の
中
に
は

n

本

的

社

命

學

樹

立

ベ

，
の

.
暗

，示
.
を

何

程

か

は

含

ん

で

居

る

で

あ

，ら

う

。」

'
 

り

'

:

:
 

.

.

、
ン
鈴
木
榮
太
郞
蕃n
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本
農
村
社
，脅
學
厣
理

j  

.
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榮
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八

ゾ
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